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日 時 ：2012 年 11 月 13 日(火) 16:30～18:30 

場 所 ：衣笠キャンパス 学而館第３研究会室 
 

報告者 ：ミヒ＝ナタリー・ルモワンヌ 

（star kim project アーティスト） 
   

コ メ ン ト：西 成彦 （立命館大学先端総合学術研究科 教授） 

司  会 ：金 友子  

（立命館大学国際言語文化研究所客員研究員） 

通  訳 ：菊池 恵介  

（同志社大学グローバル・スタディーズ研究科 准教授） 

※逐次通訳あり（使用言語：日本語・フランス語） 
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お問い合わせ：立命館大学国際言語文化研究所  

TEL: 075-465-8164/FAX: 075-465-8245 

E-mail: genbun@st.ritsumei.ac.jp 

参加無料 

事前申込不要 



 

 

 

 

 

 

報告者の紹介と本研究会の概要 
 

 

 

 

 

 

 

ミヒ＝ナタリー・ルモワンヌは韓国で生まれ、韓国政府が推進していた国際

養子縁組によって 2 歳のときにベルギー人家庭に養子に出された。以降、ヨー

ロッパで育ち、1990 年代に実の親を探すために渡韓。韓国における国際養子の

親捜しと、養子制度そのものを問題にする活動を行う。現在は「ディアスポラ」

をテーマに国際的に活動するアーティスト／アクティビストである。彼女の作

品は多ジャンルにわたるが、そのどれもが韓国の国際養子がぶち当たる三つの

壁――「国家」「人種」「文化」――を問い、見る者の足場を揺り動かす。 

国家政策によって「棄てられた」という経験、ヨーロッパがまなざすアジア、

文化的・社会的な所属の感覚のなさといった彼女の作品のモチーフには、19 世

紀から 20 世紀にかけて大規模な人間の移動を引き起こした帝国主義や植民地

支配の歴史的経験が埋め込まれている。 

本研究会では、自らの成育歴、国際養子のための権利運動、最近の創作活動

を紹介しつつ、ディアスポラとしての経験がどのように創作活動に反映されて

いるかを語る。 

 


